
議 会 運 営 委 員 会 

令和元年8月26日(月)                            

開議   10時 00分 

閉議    時   分 

議会 第 4 委 員 会室     

 

出 席 者 

〔委 員〕澁谷委員長、岡本副委員長、三浦委員、川上委員、串﨑委員 
野藤委員、佐々木委員、道下委員、牛尾委員、上野委員、 
（柳楽福祉環境委員会委員長） 

〔議長団〕 川神議長、田畑副議長 
〔委員外議員〕西川議員、笹田議員、西村議員 

〔執行部〕 砂川総務部長、山根総務課長、猪狩総務管理係長 
草刈財政課長 

〔事務局〕 古森局長、篠原次長、新開書記 

 

 

議 題 

1 9月定例会議の議案等及び付託案について 

 

 

 

2 9月定例会議の会議日程について 

 

 

 

3 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書提出等について 

 

 

 

4 浜田市認知症の人にやさしいまちづくり条例について 

 

5 その他 

(1)議会傍聴者等へのアンケート結果（令和元年6月定例会議分） 

 

（2）その他 

 

資料1～資料2 

資料3、資料4 

資料6-1、資料6-2 

資料 7 

資料5 



 

令和元年 9 月浜田市議会定例会議付議事件 

 

議 案 

認定第 1 号 平成 30 年度浜田市一般会計歳入歳出決算認定について 

認定第 2 号 平成 30 年度浜田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

認定第 3 号 平成 30 年度浜田市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

認定第 4 号 平成 30 年度浜田市公設水産物仲買売場特別会計歳入歳出決算

認定について 

認定第 5 号 平成 30 年度浜田市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

認定第 6 号 平成 30 年度浜田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

認定第 7 号 平成 30 年度浜田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

認定第 8 号 平成 30 年度浜田市生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

認定第 9 号 平成 30 年度浜田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

認定第 10 号 平成 30 年度浜田市水道事業会計決算認定について 

認定第 11 号 平成 30 年度浜田市工業用水道事業会計決算認定について 

議案第 52 号 浜田市自治区設置条例の一部を改正する条例について 

議案第 53 号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について 

議案第 54 号 浜田市協働のまちづくり推進に関する条例検討委員会条例の制

定について 

議案第 55 号 浜田市印鑑条例の一部を改正する条例について 

議案第 56 号 浜田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制

定について 

議案第 57 号 浜田市立幼稚園条例の一部を改正する条例について 

議案第 58 号 浜田市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

について 
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議案第 59 号 浜田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基

準に関する条例の一部を改正する条例について 

議案第 60 号 浜田駅関連施設条例の一部を改正する条例について 

議案第 61 号 浜田市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例について 

議案第 62 号 浜田市水道給水条例の一部を改正する条例について 

議案第 63 号 市道路線の廃止について（佐野新開線外） 

議案第 64 号 市道路線の認定について（浜田 255 号線外） 

議案第 65 号 令和元年度浜田市一般会計補正予算（第 3 号） 

議案第 66 号 令和元年度浜田市公設水産物仲買売場特別会計補正予算（第 1

号） 

議案第 67 号 令和元年度浜田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 

同意第 3 号 浜田市教育委員会委員の任命について 

同意第 4 号 浜田市公平委員会委員の選任について 

同意第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦について 

報 告 

報告第 13 号 専決処分の報告について（平成 29 年災害栃下川河川災害復旧工

事の変更契約） 

報告第 14 号 専決処分の報告について（事故の損害賠償の額の決定） 

報告第 15 号 有限会社ゆうひパーク三隅の経営状況の報告について 

報告第 16 号 浜田市土地開発公社の経営状況の報告について 

報告第 17 号 公益財団法人浜田市教育文化振興事業団の経営状況の報告につ

いて 

報告第 18 号 平成 30 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について 

 

 

 



 

令和元年 9 月浜田市議会定例会議 付託等一覧（案） 

 

市長提案議案等（認定 11 件、議案 16 件、同意 3 件） 

議案等番号 件名 付託先等 

認定第 1 号 平成 30 年度浜田市一般会計歳入歳出決算認

定について 
予算決算委員会 

認定第 2 号 平成 30 年度浜田市国民健康保険特別会計歳

入歳出決算認定について 
〃 

認定第 3 号 平成 30 年度浜田市駐車場事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
〃 

認定第 4 号 平成 30 年度浜田市公設水産物仲買売場特別

会計歳入歳出決算認定について 
〃 

認定第 5 号 平成 30 年度浜田市公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について 
〃 

認定第 6 号 平成 30 年度浜田市農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
〃 

認定第 7 号 平成 30 年度浜田市漁業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
〃 

認定第 8 号 平成 30 年度浜田市生活排水処理事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
〃 

認定第 9 号 平成 30 年度浜田市後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定について 
〃 

認定第 10 号 平成 30 年度浜田市水道事業会計決算認定に

ついて 
〃 

認定第 11 号 平成 30 年度浜田市工業用水道事業会計決算

認定について 
〃 

議案第 52 号 浜田市自治区設置条例の一部を改正する条例

について 

自治区制度等行

財政改革推進特

別委員会 

議案第 53 号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について 

総務文教委員会 
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議案第 54 号 浜田市協働のまちづくり推進に関する条例検

討委員会条例の制定について 

自治区制度等行

財政改革推進特

別委員会 

議案第 55 号 浜田市印鑑条例の一部を改正する条例につい

て 
福祉環境委員会 

議案第 56 号 浜田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の制定について 
総務文教委員会 

議案第 57 号 浜田市立幼稚園条例の一部を改正する条例に

ついて 
〃 

議案第 58 号 浜田市災害弔慰金の支給等に関する条例の一

部を改正する条例について 
福祉環境委員会 

議案第 59 号 浜田市特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例について 

〃 

議案第 60 号 浜田駅関連施設条例の一部を改正する条例に

ついて 
産業建設委員会 

議案第 61 号 浜田市消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部を改正する条例について 
総務文教委員会 

議案第 62 号 浜田市水道給水条例の一部を改正する条例に

ついて 
福祉環境委員会 

議案第 63 号 市道路線の廃止について（佐野新開線外） 産業建設委員会 

議案第 64 号 市道路線の認定について（浜田 255 号線外） 〃 

議案第 65 号 令和元年度浜田市一般会計補正予算（第 3 号） 予算決算委員会 

議案第 66 号 令和元年度浜田市公設水産物仲買売場特別会

計補正予算（第 1 号） 
〃  

議案第 67 号 令和元年度浜田市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第 1 号） 
〃  

同意第 3 号 浜田市教育委員会委員の任命について 総務文教委員会 

同意第 4 号 浜田市公平委員会委員の選任について 〃 

同意第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 

 

市長報告事件(6 件) 

報告第 13 号 専決処分の報告について（平成 29 年災害栃下川河川災害復旧工

事の変更契約） 



報告第 14 号 専決処分の報告について（事故の損害賠償の額の決定） 

報告第 15 号 有限会社ゆうひパーク三隅の経営状況の報告について 

報告第 16 号 浜田市土地開発公社の経営状況の報告について 

報告第 17 号 公益財団法人浜田市教育文化振興事業団の経営状況の報告につ

いて 

報告第 18 号 平成 30年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について 

 



期間 会議日程 備考

8月 26日 (月) 議会運営委員会 10時～

27日 (火)

28日 (水)

29日 (木) 福祉環境委員会 10時～

・説明用パネル申出締切12時
・請願・陳情・意見書・決議提出締切17時

30日 (金)

31日 (土)

9月 1日 (日)

2日 (月) 1 開会　提案説明

全員協議会 本会議終了後

総務文教委員会、福祉環境委員会、産業建設委員会 全員協議会終了後

3日 (火) 2 個人一般質問 ※10時半開始

4日 (水) 3 個人一般質問

5日 (木) 4 個人一般質問

6日 (金) 5 個人一般質問

議会広報広聴委員会 本会議終了後

7日 (土) 6

8日 (日) 7

9日 (月) 8 議案質疑

予算決算特別委員会 本会議終了後

自治区制度等行財政改革推進特別委員会 予算決算特別委員会終了後

10日 (火) 9 総務文教委員会

11日 (水) 10 福祉環境委員会

中山間地域振興特別委員会 福祉環境委員会終了後

12日 (木) 11 産業建設委員会

13日 (金) 12 予算決算委員会（9月補正予算審査）

14日 (土) 13

15日 (日) 14

16日 (月) 15

17日 (火) 16 休会

18日 (水) 17 休会

19日 (木) 18 予算決算委員会（総務文教）

20日 (金) 19 予算決算委員会（福祉環境）

21日 (土) 20

22日 (日) 21

23日 (月) 22

24日 (火) 23 予算決算委員会（産業建設）

25日 (水) 24 予算決算委員会（予備）

26日 (木) 25 休会

27日 (金) 26 予算決算委員会（付帯意見協議）

28日 (土) 27

29日 (日) 28

30日 (月) 29 表決

全員協議会 本会議終了後

議会運営委員会 全員協議会終了後

令和元年9月浜田市議会定例会議日程 資料3



月日 曜日 議会日程 予算決算委員会関係の流れ

8月23日 金 個人一般質問通告〆切
8月24日 土
8月25日 日

8月26日 月 議会運営委員会・議案等配付 予算決算委員に資料閲覧要求書、発言通告書等を配付

8月27日 火

8月28日 水
8月29日 木 ・福祉環境委員会

8月30日 金
8月31日 土
9月1日 日

9月2日 月
・本会議開会
・全員協議会 決算審査に係る資料閲覧要求〆切（13時）

9月3日 火 個人一般質問

9月4日 水 個人一般質問

9月5日 木 個人一般質問

9月6日 金
個人一般質問
・議会広報広聴委員会

9月7日 土
9月8日 日

9月9日 月

・本会議：議案質疑
・予算決算委員会（委員のみ）
・自治区制度等行財政改革推進特
別委員会

予算議案 ・決算議案の付託
閲覧要求資料の決定、今後の流れについての確認

9月10日 火 ・総務文教委員会
午前中：閲覧資料等の搬入
13時～17時 　　資料閲覧

9月11日 水
・福祉環境委員会
・中山間地域振興特別委員会

9時～17時　　資料閲覧

9月12日 木 ・産業建設委員会
9時～12時　　資料閲覧

決算審査の発言通告書〆切（13時）
午後：閲覧資料等の搬出

9月13日 金 予算決算委員会 令和元年度9月補正予算の審査

9月14日 土
9月15日 日
9月16日 月
9月17日 火 休会
9月18日 水 休会

9月19日 木 予算決算委員会
昨年度の付帯意見に対する対応状況報告、質疑
平成30年度決算審査　（総務文教委員会関係）

9月20日 金 予算決算委員会 平成30年度決算審査　（福祉環境委員会関係）

9月21日 土
9月22日 日
9月23日 月

9月24日 火 予算決算委員会
平成30年度決算審査　（産業建設委員会関係）
採決、委員のまとめ（委員のみ）

9月25日 水 予算決算委員会（予備日）
（審査日程が繰り延べになった場合、引き続き審査をし、審査終了後
に委員のみで採決等を行う。）

9月26日 木 休会

9月27日 金 予算決算委員会（委員のみ） 付帯意見の協議・完成

9月28日 土
9月29日 日

9月30日 月 表決・閉会
全員協議会、議会運営委員会ほか

委員長報告

令和元年9月定例会議　予算決算委員会日程

★平成30年度決算審査については事前通告制・所管委員会ごとの審査となります。

★この日程は、あくまでも予定です。変更になる場合もありますのでご承知おきください。
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9月19日 木 予算決算委員会

◎昨年度の予算決算委員会の付帯意見に対する対応状況を担当部
長から報告⇒委員からの質疑

◎平成30年度決算審査　（総務文教委員会関係）
　　　一般会計
　　　 駐車場事業特別会計

9月20日 金 予算決算委員会

◎平成30年度決算審査　（福祉環境委員会関係）
　　　　一般会計
　　　　国民健康保険特別会計
　　　　後期高齢者医療特別会計

◎平成30年度決算審査　（福祉環境委員会関係・上下水道部分）
　　　　公共下水道事業特別会計
　　　　農業集落排水事業特別会計
　　　　漁業集落排水事業特別会計
　　　　生活排水処理事業特別会計
　　　　簡易水道事業特別会計
　　　　（企業会計）水道事業会計
　　　　（企業会計）工業用水道事業会計
　

9月24日 火 予算決算委員会

◎平成30年度決算審査　（産業建設委員会関係）
　　　 一般会計
       公設水産物仲買売場特別会計
　

◎採決、委員のまとめ（委員のみ）

9月25日 水 予算決算委員会（予備日） 審査日程が繰り延べになった場合、引き続き審査をし、審査終了後に
委員のみで採決等を行います。

*審査内容

【留意事項】

★開催場所は全員協議会室です。答弁者は、原則として答弁席でマイクを通して発言を行ってください。

★9月補正予算の審査は通告制ではありませんが、平成30年度決算審査については事前通告制・所管

委員会ごとの審査となります。

決算審査の委員の発言順は、各委員会ごと、会計ごとの主要施策等実績報告書の整理番号順（同じ

番号で通告者が複数いる場合は議席番号の若い順）とする予定です。また、事前通告者の質疑終了後、

時間があれば通告外の質疑も可能とする予定です。（正式には9月9日の予算決算委員会で決定しま

す。）

★決算審査については、通告数によっては17時以降も審査を続ける場合や、翌日に繰り延べる場合、

予備日を使用する場合がありますのでご留意ください。











提 案 条 例 説 明 資 料 

提案者 福祉環境委員会  

1 議 案 番 号 発議第    号 

2 題 名 浜田市認知症の人にやさしいまちづくり条例 

3 目的・理由 

認知症の人にやさしいまちづくりに関し、基本理念を定

め、市、市民、事業者及び関係機関の責務又は役割を明ら

かにするとともに、認知症に関する施策と取組の基本とな

る事項を定めることにより、誰もが希望と尊厳をもって安

心して暮らし続けることができるまちの実現に寄与するこ

とを目的として制定するものです。 

4 概 要 

1 基本理念（第 3 条） 

⑴  認知症の人とその家族に寄り添うことを基本とし、 

認知症の人とその家族がよりよい生活を実現するため 

に必要な支援が受けられるよう、地域全体で支えるこ 

と。 

⑵ 認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた 

地域で、希望と尊厳をもって、安心して暮らし続けるこ 

とができる社会の実現を目指すこと。 

⑶ 認知症に関する正しい知識と理解に基づき、積極的に 

認知症予防に取り組むこと。 

⑷ 市、市民、事業者及び関係機関がそれぞれの責務又は

役割を認識し、相互に連携すること。 

2 市の責務（第 4 条） 

⑴ 認知症の人とその家族の生活や介護における課題を 

調査分析し、認知症の人が希望をもって自分らしく暮ら

し続けることができるまちづくりのための施策を、総合

的に実施する。 

⑵ 必要な組織体制の整備を図るとともに、常にその実施 

状況と効果を検証し、内容を見直す。 
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3 市民の役割（第 5 条） 

⑴ 認知症に関する正しい知識を得てその理解を深め、介 

護予防、見守りなど市民相互の支え合いの活動に積極的

に取り組むよう努める。 

⑵ 認知症の人が様々な領域で社会参画できるよう配慮 

する。 

⑶ 日常生活において、自ら認知症の予防に努めるととも 

に、認知症になった場合においても、希望をもって自分 

らしく暮らし続けることができるよう、市、事業者及び 

関係機関が実施する認知症に関する取組に参加するよ 

う努める。 

4 事業者の役割（第 6 条） 

⑴ 認知症に関する知識や対応力を深めるため、従業員に 

必要な教育を実施するよう努める。 

⑵ 市、市民及び関係機関が実施する認知症に関する取組 

に協力するよう努める。 

5 関係機関の役割（第 7 条） 

認知症の人が安心して暮らすことができるように、早

期から認知症の人の変化に気づき、必要な支援を行うよ

う努める。 

6 人材の育成と正しい知識の普及（第 8 条） 

 ⑴ 市は、関係機関と連携し、認知症に関する専門知識を

有する人材の育成と確保に努める。 

 ⑵ 認知症に関する正しい知識を普及するため、認知症サ

ポーターの養成を積極的に推進するとともに、研修会

の開催、広報媒体の活用など必要な施策を実施する。 

7 認知症予防施策（第 9 条） 

⑴ 認知症予防のための施策を積極的に実施する。 

 ⑵ 生活習慣病の予防が認知機能低下の予防につながる 

可能性が高いことを踏まえ、必要に応じて、生活習慣病 

の予防に関する指導と助言を行う。 

⑶ 認知症予防に関する取組を実施する地域組織に対し、 

必要な支援を行う。 



8 認知症の人とその家族への支援施策（第 10 条） 

⑴ 認知症の人とその家族が相談や交流を行うための環 

境整備を図るとともに、地域における互助、共助の活動 

に対し支援する。 

 ⑵ 認知症の進行に応じた適切な支援を早期に実施する 

ため、関係機関と情報の共有を図り、連携体制を整備す 

る。 

⑶ 行方不明となるおそれのある認知症の人を見守ると 

ともに、行方不明となった場合においてはその者を早期 

に発見保護するため、市民、事業者、関係機関などとの 

連携体制の充実に努める。 

5 施行期日等 公布の日 

 

 



浜田市認知症の人にやさしいまちづくり条例（案） 

 

（目的） 

第 1 条 この条例は、認知症の人にやさしいまちづくりに関し、基本理念を

定め、市、市民、事業者及び関係機関の責務又は役割を明らかにするとと

もに、認知症に関する施策と取組の基本となる事項を定めることにより、

誰もが希望と尊厳をもって安心して暮らし続けることができるまちの実

現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第 2 条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定

めるところによる。 

⑴ 認知症 脳血管疾患、アルツハイマー病その他の要因に基づく脳の器

質的な変化により日常生活に支障が生じる程度にまで記憶機能及びそ

の他の認知機能が低下した状態をいう。 

⑵ 市民 市内に居住し、又は滞在する者（通勤又は通学をする者を含む。）

をいう。 

⑶ 事業者 市内において事業活動を行う者をいう。 

⑷ 関係機関 認知症の人の支援に携わる医療、介護、福祉、保健、教育、

法律、生活関連等の機関をいう。 

⑸ 認知症サポーター 認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域で

認知症の人や家族に対してできる範囲で手助けをする者をいう。 

⑹ 生活習慣病 食生活、運動、喫煙、ストレス等の生活習慣が深く関与

し、脳血管疾患、心疾患等の発症の原因となる動脈硬化症、糖尿病、高

血圧症、脂質異常症等の疾患の総称をいう。 

（基本理念） 

第 3 条 認知症の人にやさしいまちづくりは、次に掲げる基本理念に基づき

推進されなければならない。 

⑴ 認知症の人とその家族に寄り添うことを基本とし、認知症の人とその

家族がよりよい生活を実現するために必要な支援が受けられるよう、地

域全体で支えること。 

⑵ 認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で、希望と

尊厳をもって、安心して暮らし続けることができる社会の実現を目指す

こと。 

⑶ 認知症に関する正しい知識と理解に基づき、積極的に認知症予防に取
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り組むこと。 

⑷ 市、市民、事業者及び関係機関がそれぞれの責務又は役割を認識し、

相互に連携すること。 

（市の責務） 

第 4 条 市は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、認

知症の人とその家族の生活や介護における課題を調査分析し、認知症の人

が希望をもって自分らしく暮らし続けることができるまちづくりのため

の施策を、総合的に実施するものとする。 

2  市は、前項の施策の実施に当たっては、必要な組織体制の整備を図ると

ともに、常にその実施状況と効果を検証し、内容を見直すものとする。 

（市民の役割） 

第 5 条 市民は、基本理念にのっとり、認知症に関する正しい知識を得てそ

の理解を深め、介護予防、見守りなど市民相互の支え合いの活動に積極的

に取り組むよう努めるものとする。 

2  市民は、認知症の人が様々な領域で社会参画できるよう配慮するものと

する。 

3  市民は、日常生活において、自ら認知症の予防に努めるとともに、認知

症になった場合においても、希望をもって自分らしく暮らし続けることが

できるよう、市、事業者及び関係機関が実施する認知症に関する取組に参

加するよう努めるものとする。 

（事業者の役割） 

第 6 条 事業者は、基本理念にのっとり、認知症に関する知識や対応力を深

めるため、従業員に必要な教育を実施するよう努めるものとする。 

2  事業者は、市、市民及び関係機関が実施する認知症に関する取組に協力

するよう努めるものとする。 

（関係機関の役割） 

第 7 条 関係機関は、基本理念にのっとり、認知症の人が安心して暮らすこ

とができるように、早期から認知症の人の変化に気づき、必要な支援を行

うよう努めるものとする。 

（人材の育成と正しい知識の普及） 

第 8 条 市は、関係機関と連携し、認知症に関する専門知識を有する人材の

育成と確保に努めるものとする。 

2  市は、認知症に関する正しい知識を普及するため、認知症サポーターの

養成を積極的に推進するとともに、研修会の開催、広報媒体の活用など必



要な施策を実施するものとする。 

（認知症予防施策） 

第 9 条 市は、認知症予防のための施策を積極的に実施するものとする。 

2  市は、生活習慣病の予防が認知機能低下の予防につながる可能性が高い

ことを踏まえ、必要に応じて、生活習慣病の予防に関する指導と助言を行

うものとする。 

3  市は、認知症予防に関する取組を実施する地域組織に対し、必要な支援

を行うものとする。 

（認知症の人とその家族への支援施策） 

第 10 条 市は、認知症の人とその家族が相談や交流を行うための環境整備

を図るとともに、地域における互助、共助の活動に対し支援するものとす

る。 

2  市は、認知症の進行に応じた適切な支援を早期に実施するため、関係機

関と情報の共有を図り、連携体制を整備するものとする。 

3  市は、行方不明となるおそれのある認知症の人を見守るとともに、行方

不明となった場合においてはその者を早期に発見保護するため、市民、事

業者、関係機関などとの連携体制の充実に努めるものとする。 

（その他） 

第 11 条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 



議会傍聴者へのアンケート結果（令和元年度分）

2.（その
他）

3.の理由 4.の理由
5傍聴して.気づいた点 6.市議会全般への意見住まい

1.傍聴回
数

性
別
年齢

3.議員の発言内容の理解 4.答弁者（執行部）の発言内容の理解2．傍聴目的

195 男 70代 市内（浜田自治区） 3回以上
今回の議案や質
問内容に関心が
ある

よくわかった
質問の主旨が明確で良く判る。
言葉がはっきりしている。

だ い た い わ
かった

質問に対する回答があいまいな
ものが多い。
いつ来ても関心がうすい。

市民の参加が少なく関心が全くうす
い。

196 男 60代 3回以上 議員に誘われた よくわかった
だ い た い わ
かった

197 男 60代 市内（浜田自治区） 3回以上
議会や市政に関
心がある

今回の議案や
質問内容に関
心がある

よくわかった
だ い た い わ
かった

198 男 3回以上
今回の議案や質
問内容に関心が
ある

自 治 区 制
度問題

だ い た い わ
かった

だ い た い わ
かった

自治区制度は問題がある。制度の廃
止を中心の協議が必要がある。
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